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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 138 ha

平成 18 年度 ～ 平成 21 年度 平成 18 年度 ～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単 位 基準年度 目標年度

人／年 平成１６年度 平成２１年度

人／年 平成１６年度 平成２１年度

％ 平成１７年度 平成２１年度

都道府県名 群馬県 みどり市
し

（旧
きゅう

笠懸
かさかけ

町
まち

） 岩宿遺跡周辺地区
いわじゅくいせきしゅうへんちく

計画期間 交付期間 21

メインテーマ：歴史的資源の有効活用によるにぎわいの創出と安全で快適な環境の整備
目標１：岩宿遺跡を中心とする歴史的資源を有効活用し、岩宿時代をトータルで体感できるような体制づくりを行う
目標２：遺跡来訪者はもとより、そこで暮らす人達にも良好な環境の整備を図る

本地域は、当市が世界に誇れる岩宿遺跡を有し、国道50号をはじめとした主要幹線道路が交差する交通の結節点で、ＪＲ岩宿駅という市の玄関口も位置した中心地域である。
旧笠懸町内には岩宿遺跡をはじめとする多くの史跡や文化財・天然記念物等が、それぞれ個別の有用性を持ち点在しているが、これらを連携させるような取り組みに繋がっておらず、また、岩宿遺跡等に関連した体験学習やイベント等も、年間を通して
活発に展開されているが、その拠点となる施設がなく、現在は市有施設(岩宿博物館）を代用しているような状況にある。
また、岩宿遺跡の近くには、市のイベント等で利用している市有の施設があるが、現在の利用度は少なく、通年で利用するような有効施策を模索してきた。更に、これに併設するような形で民間の博物館も存在していたが、この施設の閉館と共に、これら
施設の一体的な有効利用が求められている。
また、ＪＲ岩宿駅周辺では、交通の要所故の交通渋滞という課題から、岩宿遺跡或いは市南部との連携に課題を持っている。更に、平成１７年度末には市町村合併が施行され、新市の一体性或いは、岩宿駅へのアクセス性向上も課題となっている。

課題１：旧笠懸町内に点在する史跡、文化財等の有用性は高いが、それぞれを関連づけた施策には繋がっておらず、特に岩宿遺跡に関連した文化活動は活発に展開されているが、それぞれを体系付けた(器具作成・田植え・収穫等)体験学習に繋がっ
ていない。更に体験学習等を展開する上での拠点となる施設がない。
課題２：JR岩宿駅周辺の交通渋滞に伴い、駅の利便性が悪く、来訪者或いは地域住民の交通安全性にも欠ける。

旧笠懸町第３次総合計画では、岩宿遺跡をはじめとする多くの史跡、文化財、天然記念物等を有効活用し、豊かな地域文化の創造と、いきいきとした元気なまちづくり、人づくりを目標に掲げている。
このため、岩宿時代の衣食住まるごとを体験できる環境を整備し、出会いと交流・歴史体験から、地域を知り、愛着と関心を持つことで持続的なまちづくりを目指す。

指 標 定 義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

30

3000

古代米栽培への参加者数
遺跡愛好家らで進められてきた古代米栽培の作付け面積を拡大し
参加者の増加を見込む。 80 160

(仮称)岩宿ふれあいセンターの利用者数
既存施設を改修し、体験学習の拠点として有効活用することで、個
別に展開されていた事業等を集約・体系化し、利用者の増加を見
込む。

500

2.岩宿駅南口利用割合 通勤時間帯における岩宿駅南口利用割合

市道笠懸２２８０号線及び国道の整備により、駅南口の利用者が
増加し、市南部との連携や北口に集中していた交通の分散等に効
果を上げる。

6

1.岩宿遺跡周辺来訪者数



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
現在、岩宿遺跡に関連した体験学習として｢石器づくり｣や｢古代米の栽培」などが、遺跡の愛好家等でつくられた団体を中心に活発に展開されている。このため、計画の遂行に当たっても、これら団体や参加者等の声も汲み取りながら、みどり市らしさを強調
出来るような取り組みに繋げていきたいと考えている。

方針に合致する主要な事業
1）体験学習等の体系化とその拠点づくりとして岩宿遺跡周辺を次のとおり整備する。
①既存市有施設を体験学習の拠点として改修する。
②体験学習事業等の充実のため水生公園及び古代米水田等を整備する。
③地域文化等の伝承とにぎわいづくりのため既存民間施設を買収及び改修する。
④岩宿博物館（旧岩宿文化資料館）の駐車場用地を買収する。
⑤旧笠懸町内の史跡や文化財等をめぐるための案内板を設置する。

①既存建造物活用事業（基幹事業／(仮称)岩宿ふれあいセンターの整備）
②地域創造支援事業（提案事業／水生公園・古代米水田等の整備）
③地域創造支援事業（提案事業／(仮称)ふるさと伝承館の整備）
④地域生活基盤施設（基幹事業／岩宿博物館（旧岩宿文化資料館）駐車場用地の取得）
⑤地域生活基盤施設（基幹事業／史跡めぐり案内板の設置）

2）来訪者あるいは地域住民の駅利用における利便性向上と安全性確保のため次のとおり整備する。
①市道笠懸２２８０号線の拡幅整備及び国道50号に交差点新設整備 ①道路事業（基幹事業／市道笠懸２２８０号線）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 みどり市 直 Ｌ＝３３０ｍ Ｈ１８ Ｈ２１ Ｈ１８ Ｈ２１ 217 217 217 217

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 駐車場 みどり市 直 A＝４０００㎡ Ｈ１８ Ｈ２１ Ｈ１８ H２０ 96 24 24 24

情報板 みどり市 直 ５カ所 Ｈ１８ H２１ H２１ H２１ 1 1 1 1

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 みどり市 直 床面積：１１００㎡ Ｈ１８ Ｈ２１ H２０ H２０ 30 30 30 30

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 344 272 272 272 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
みどり市 直 A＝6,770㎡ Ｈ１８ Ｈ２１ Ｈ１８ H２０ 53 53 53 53

みどり市 直 床面積＝83㎡ Ｈ１８ H２１ H１８ H１８ 20 20 20 20

0

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 73 73 73 73 …B
合計(A+B) 345

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

－

事業箇所名

所管省庁名事業箇所名

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間

（参考）事業期間
事業

既存民間施設の買収及び改修
地域創造
支援事業

事業活用調査

まちづくり活動推進事業

全体事業費

水生公園・古代米水田等の整備

岩宿博物館駐車場

規模

(仮称)岩宿ふれあいセンター

（参考）事業期間
直／間事業主体事業

細項目

細項目

市道笠懸２２８０号線

－

事業箇所名

－

住宅市街地
総合整備
事業

史跡めぐり案内板

事業期間（いずれかに○）
事業主体事業

－

－

規模

－

－

水生公園・古代米水田等

(仮称)ふるさと伝承館

0

0

0

0

0

0

0

うち民負担分

0

交付対象事業費 345 交付限度額 138 国費率 0.4

うち民負担分
交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域

岩宿遺跡周辺地区（群馬県みどり市） 面積 138 ha 区域 笠懸町阿左美地区の一部

みどり
市役所
笠懸庁舎

岩宿博物館

太 田 市

JR両毛線

国道５０号

(一)笠懸赤堀線

(主)大間々
世良田線

(主)太田
大間々線

(一)阿左美桐生線

(主)桐生
伊勢崎線

岡登用水
三俣分水

岩宿遺跡(国指定)

岡上影能公の墓
(県指定)

天神山
古墳群等

公民館

文化ホール

JR岩宿駅

東武阿左美駅

縄文式
居住跡
(県指定)

東武桐生線

西鹿田
中島遺跡
(国指定)

桐 生 市

伊
勢
崎
市

S:Free
０ 100 500 1,000m

笠懸庁舎
岩宿遺跡周辺地区

大間々庁舎

東庁舎

みどり市全体図
岩宿遺跡周辺地区
（138ha）
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500 （Ｈ16年度） → 3000 （H21年度）
80 （Ｈ16年度） → 160 （H21年度）
6 （Ｈ17年度） → 30 （H21年度）

岩宿
いわじゅく い せ き しゅうへん ち く

遺跡周辺地区（群馬県
ぐ ん ま け ん

みどり市
し

）整備方針概要図

目標
歴史的資源の有効活用によるにぎわいの創出と安全で快適な環境
の整備

代表的
な指標

（仮称）岩宿ふれあいセンターの利用者数（人/年）

古代米栽培への参加者数（人/年）

駅南口利用割合（％）

■基幹事業
道路事業
・市道笠懸2280号線L=330ｍ
・国道50号交差点新設

○単独事業(L=170ｍ/H16完了)

■基幹事業
既存建造物活用事業
(仮称)岩宿ふれあいｾﾝﾀｰ
の整備

■基幹事業
地域創造支援事業
史跡めぐり案内板
●：設置箇所

□提案事業
地域創造支援事業
水生公園・
古代米水田等の整備

■基幹事業
地域生活基盤施設
岩宿博物館
駐車場用地取得

岩宿博物館

(主)太田大間々線

(主)大間々尾島線

笠懸庁舎

公民館

笠懸図書館

文化ホール

(一)阿左美桐生線

国道５０号

JR両毛線

JR岩宿駅

岩宿遺跡(国指定)

かたくり群生地

０ 100 500m

岩宿遺跡周辺地区
Ａ＝１３８ｈａ

岡上影能公の墓(県指定)

岡登用水三俣分水

□提案事業
地域創造支援事業
(仮称)ふるさと伝承館の整備


